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Ⅰ.緒 言
アルコールの過剰摂取により起こる二日酔いは，
アルコール代謝過程で生成されるアセトアルデヒド
によるところが大きい1）。このアセトアルデヒドに
は，強い毒性，変異原性，発癌性があることが知ら
れている26）。一方柿果実や柿の葉抽出物は，昔か
ら「酔いざましによい」7）8），「血圧を下げる」9）10）
などといわれてきた。このほかに最近では血糖値抑
制効果11）等も認められているが，これはポリフェ
ノール，タンニンなどの働きによるものと考えられ
ている。タンニンは，柿や柿茶に含まれる渋み成分
で，タンパク質，アルカロイド，重金属などと水難
溶性の複合体を形成する性質をもつ水溶性植物ポリ
フェノールである。柿葉の持つ新しい生理機能を探
索するため，熱湯に溶解した柿葉抽出濃縮物にアル
コールによる二日酔いの予防効果があるか，ICR
マウスを用いて血中アセトアルデヒド濃度の点から
検討した。
Ⅱ.実験方法
1.試料および試料調製
（1）柿葉茶抽出濃縮物
市販の柿葉茶抽出濃縮物（生化学研究所製，アスミ
ン:柿茶葉抽出エキスを約10倍に濃縮乾燥して粉末化
したもの）3.00gを取し，純水を煮沸した熱湯100
mLに溶解後，室温まで冷ました。
（2）30％エタノール溶液
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2.試薬
（1）麻酔用:イソフルラン（和光純薬工業（株），特級）
（2）血液処理用:生物血液凝固阻止剤としてノボ
ヘパリン（持田製薬（株）），除タンパク用としてメ
タノール（和光純薬工業（株），特級）を用いた。
3.実験動物および飼育方法
10週齢の雄性ICRマウスを用いた。飼料はCRF-1
（日本チャールスリバー（株）），飲料水は水道水を
いずれも自由摂取とし，プラスチックケージにて
1ケージ/1匹で飼育した。1週間の予備飼育後，群
間の平均体重が等しくなるように柿茶投与群とコン
トロール群の2群（n＝16）に分け，16時間絶食後，
2時間絶水し実験を行った。
なお，本研究は昭和女子大学動物実験委員会の承
認を受け，規定を遵守して行った。
4.実験操作
（1）エタノールおよび柿茶の投与，採血
柿茶投与群には柿葉茶抽出濃縮物を熱湯で溶解し
たものを，コントロール群には純水を8.3mL/kg
（0.25mL/30g）体重量，ゾンデを用いて胃内投与し
た。1時間後，いずれのマウスにも同様に30％濃
度のエタノール溶液を2mL/kg体重量，ゾンデを
用いて投与した。投与後，マウスは15分，30分，
45分，1時間の間隔でイソフルランによって麻酔し
たのち，血液を採取した。この血液をメタノールで
除タンパク処理し，高速液体クロマトグラフィー
（HPLC）を用いてアセトアルデヒド量の測定を行っ
た。マウスは解剖を行い，肝臓の重量を測定した。
（2）血中アセトアルデヒド濃度の測定
血液は，生物血液凝固阻止剤ノボヘパリンを入
れたマイクロチューブに採取した後，次のようにメ
タノールで除タンパク処理を行った。4℃，9100×g，
7分間遠心分離を行い，赤血球層と血漿層に分離し
た。上層を採取し，同量のメタノールを加え転倒混
和後，4℃，2200×g，7分間遠心分離後，上層を
0.45・mエキクロディスク3（日本ポール（株））でろ
過し，HPLCを用いてアセトアルデヒド量を測定
した。
なお，採血から測定までは低温室または試料を氷
で冷却しながら行った。
（3）HPLCによる分析条件
HPLCはアセトアルデヒドを標品とし，ポスト
カラムHPLC法12）にて測定した。分析条件は次の
通りである。
HPLC:SHOWA DENKOK.K.MODELDS-4
カラム送液用ポンプ:HITACHIPumpL-2130
ELTIE
反応液送液用ポンプ:LaChrom
カラム:SenshuPakPEGASILODSSP100AQ
4.6φ×250mm
溶離液:0.2％H3PO4:CH3CN＝98:2
反応液:62.5gCH3COONH4,7.5mLCH3COOH,
5mLAcetylacetone/LH2O
流速:0.8mL/min.0.4mL/min.
カラム温度:40℃， 反応温度:90℃
検出波長:412nm，注入量:100・l
検出器:SSC5410 UV-vis
Ⅲ.実験結果および考察
エタノール投与後の血液中のアセトアルデヒド濃
度の経時変化を図1に示した。
マウスの血中アセトアルデヒド濃度は，エタノー
ル投与45分前後にピークが見られた。また，コン
トロール群の近似曲線と比較して，柿茶投与群では
濃度が低く，エタノール投与前に柿茶を投与するこ
とでアセトアルデヒドの生成が抑制されたと考えら
れる。
このことから，アルコール摂取前に柿茶を摂取す
ることで，アセトアルデヒドの生成を抑制すること
ができ，これにより柿茶抽出物には二日酔いの予防
効果が期待できることが示唆された。
なお，体内に取り込まれたアルコールが，エタノ
ールのまま存在するのか，または酢酸に分解されて
存在するのか，更なる検討が必要と考えられる。ま
た今後ヒトによる検証も行い，詳細を明らかにした
いと考えている。
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Ⅳ.まとめ
マウスに，柿葉茶抽出濃縮物を投与後，エタノー
ルを投与したところ，血中アセトアルデヒド量は，
コントロール群に比べ柿茶投与群で低下する傾向が
認められた。このことから，アルコール摂取前に柿
茶を摂取することで，アセトアルデヒドの生成を抑
制することができるものと考えられる。これにより，
柿茶抽出物には二日酔いの予防効果が期待できるこ
とが示唆された。
試料をご提供いただきました（有）生化学研究所
社長 井上信幸氏に厚く御礼申し上げます。
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図1 エタノール投与後の血中アセトアルデヒド濃度の変化
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